
１２月１日にラジコンヘリコプターによる空撮を行いました。

●周囲の七国峠を彩る紅葉が見事です。

主な樹種は、、、クヌギ、コナラ、山桜、モミジ、栗、イヌシデなどで、かつて里山の

雑木林として生活に結びついていた様子を伺わせます。

４０ｈａの広大な雑木林には、フクロウ、ムササビ、大鷹、タヌキ、キツネ、ノウサギ、

キジなど、たくさんの里山の動物たちが暮らしています。

園地中央はＵＲ都市機構の造成によって平地となりましたが、この大地もかつては

雑木林の中にありました。そう考えると木が無くなり寂しい気持ちもありますが、これ

からは子どもたちとこの広大な大地にたくさんの木を植えていきます。

因みにこの日は秋祭りで集まった５００個以上のドングリを、親子で鉢に植えました。

（生け垣作り労作親睦会にて）

●奥に見える棚田は、一度は完成したのですが、子どもたちの遊びの動線を考えたとき、

形状的に納得がいかず、現在ユンボで作り直しています。 春には田植えができるでし

ょう！

●来年４月からの園舎建築と平行して、園庭づくりもさらに進めていきます。

「園庭里山化」のコンセプトのもとに、自然環境が中心の園庭づくりになりますので、

奇抜な遊具は考えていません。

子どもは刺激のある遊具を選ぶ傾向にありますが、飽きも早いものです。素朴な自然

環境の中に大きな発見やおもしろさがあることに気づいた子どもは、科学性、挑戦心、

思いやる気持ちをはじめ、たくさんの教育効果が潜在する自然の魅力「センス・オブ・

ワンダー」に引き込まれていきます。

「自然は、教師１０人分の教育力に匹敵する・・・」と言われるとおり、身近な自然

環境は、子どもの生きる力を大きく育てます。

●園庭づくりは卒園生の思い出（原風景）を参考に･･･。

今年の夏休みに、卒園生（現在１年生、２年生）にアンケート調査をお願いしました。

内容は、「幼稚園で思い出に残っている園庭環境」についてです。

たくさんの遊び場・自然環境の中からどこが思い出に残っているか、どんな遊びを

しているか、ベスト５をあげていただき、さらにＹＮＣ（新用地）にほしい遊び場を

書いていただきました。

また現園地にある築山「冒険の丘」における遊びの思い出（原風景）も、絵に描いて

いただきました。ＹＮＣは大地だけでなく広大な斜面があります。これを遊びに活かす

ためには、斜面を有する築山「冒険の丘」での思い出が非常に参考になります。

みなさん一生懸命描いていただきました。当時の１人１人の遊びの様子や特徴が絵に現

れており、懐かしく思い出されました。

こうした卒園生の思い出（原風景）なども参考にしながら、今後の環境づくりを行っ

ていきます。

＜以下、アンケート原稿。裏に絵を描いていただきました。＞




